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  聴覚障害児に対する人工内耳植込術施行前後の効果的な療育手法の開発等に資する研究 

 
      研究分担者 小渕 千絵 国際医療福祉大学・准教授 

 
 研究要旨：人工内耳装用児において、良好な言語・コミュニケ
ーション能力を獲得する上で有用とされる療育手法やその効果
について検討した。その結果、聴覚活用指導により聴取能、言語
発達促進の効果がみられ、文献調査と同様であった。しかしなが
ら、そのエビデンスについては更に検討が必要であった。 

 

 
        Ａ．研究目的 
        人工内耳装用児において、良好な言語・ 
コミュニケーション能力を獲得する上で 
は、術前の療育で聴覚活用療育、手話併 
用療育どのような手法が有用であるのか 
検討する。 
 

        Ｂ．研究方法 
        1）人工内耳装用児の療育方法に関する 
    文献調査を行い、ガイドラインの作成を 
行った。 

     2）聴覚活用指導を行った、人工内耳装 
用児の聴取能や言語発達に関して、その 
実態や経過についてまとめた。 

       （全て対象児者に説明し、同意が得られ 
        た内容に関して分析した。） 
 
        Ｃ．研究結果 
        療育手法については、手話併用の優位 
性はみられなかったものの、聴覚活用指 
導についてのエビデンスも不足していた。 

    自験例においても健聴児に比して人工内 
    耳装用児で時間分解能や話者識別は低下 
    するものの、小児においては学習によっ 
    て判断できる例もみられた。 
 
        Ｄ．考察 
        聴覚活用指導の有効性に関するエビデ 
ンスの集積が今後更に必要と考えられた。 
 
Ｅ．結論 

     人工内耳装用児の療育手法に関して、 
    聴覚活用指導の効果はみられ、手話併用 
    の優位性は確認できなかったが、今後の 
    継続した検討が必要であった。 
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